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0. はじめに 
 ビルマ語1の法的表現に関する論文は、他のテーマと比較して非常に少ないと言える。筆
者の知る限り、直接に法的表現を取り上げた論文は存在しない。 
本稿ではビルマ語の法的表現のうち、命令・禁止表現、祈願・懇願表現、勧誘表現を中心
とし、各表現形式の助動詞の配列順に注目し考察することを目的とする。 
 
0-1. ビルマ語述語文の構造  
ビルマ語述語文の構造の概略をここでは述べる。詳細は Okell(1969)、大野(1983)、澤田
(1988)等を参照されたい。 
はじめに、澤田(1988)にならってビルマ語述語文の構造を示す。 
  
       CM         CM    
 
 
NP1           (-CMD)          NP2  (-CMD)…(NEG- )V( -VMD)( SMDp) -MM( -SMDf)       
          
      
SCN             SCN 
 
NP: 名詞句 V: 動詞 
CM: 格標識 VMD: 動詞修飾素 
SCN: 特殊補語名詞 MM: 法標識 
CMD: 補語修飾素 SMDp: 文修飾素(MM に先行) 
NEG 否定接頭辞(ma- ) SMDf: 文修飾素(MM に後続) 
              (澤田 1988：74) 
 
                                                        
1 ミャンマー連邦のほぼ全域で通用する言語。シナ・チベット語族、チベット・ビルマ語派、ロロ・ビルマ
語群に属する。33 個の子音音素と 7 個の母音音素、ならびに 3 個の声調を持つ。音節構造は、子音＋母音
に声調がついたものを基本とする。                 (藪 1992：567-570 一部要約) 
本稿では『E メ-ル用ビルマ語発音記号』に従い、以下の音韻表記を用いた。［ ］内は国際音声字母(IPA)に
よる。 IPA 表記の無いものは、 IPA と同記号である。＜子音＞無声無気音/p,t,s,c[ʨ],k/、無声有気音
/ph[ph],th[th],sh[sh],ch[ʨh],kh[kh]/、有声音/b,d,z,j[ʥ],g/、歯間音/T[V]//D[F]/、声門摩擦音/h、鼻音/m,n,ny[ɲ],ng[ŋ]/、
無声鼻音/hm[OO],hn[PP],hny[ÔÔ],hng[00]/、側面音/l/、無声化音は/h-/を付加し/hl[NN]/、半母音/w/の無声化音
/hw[ʍ]/、半母音/y[j]/の無声化音は/S[ɕ]/、介子音 2 個/C-y-//C-w-/、末子音 2 個、声門閉鎖音/-'[ʔ]/、後続の音
に同化する鼻音は/N/で表記する。＜母音＞/a,e,i,o,u,E[ɛ],O[ɔ]/の 7 個。母音の長短の対立はない。軽声化し
た母音は/A/[ə]で表す。この軽声化母音には声調の区別が無い。＜声調＞Creaky Tone(高いところから急激に
下降する) /-./、Level Tone(低い位置で平らに長い) /-_/、Heavy Tone (高く平らで長い) /-:/。本稿での名称は
Okell(1969:11-12)によった。＜その他の記号＞記号”^”は、直後に続く子音が同一調音点において有声化す
ることを示す。記号”||”は句点、”|”は読点を示す。 
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以上のことを、例文を上げつつ概説することにする。ここでは、主動詞・vsm2・丁寧の助
動詞/ -pa_/が含まれる述語文の説明を中心とする。 
 vsm とは、澤田(1995b)では「機能辞」と呼ばれ「補語や文などの構造的単位を形成し、そ
の機能を決定する助辞」のことである。藪(1992)、澤田(1999)では、「動詞文標識」とも呼ば
れる。 
以下の先行研究からの例文において、特にことわりのない限り逐語訳と和訳は筆者による。 
 澤田(1999)は動詞/ sa:/「食べる」を例とした一連の例文をあげている。 
 
(1) sa:      (^pa_) ^tE_ ||   
食べる   (丁寧) vsm「食べる(食べます)」      
(2) sa:        (^pa_)  mE_||  
食べる  （丁寧）  vsm 「食べる（食べます）、食べよう（食べましょう）、食べるだ
ろう（食べるでしょう）」           
          
vsm の/tE_/は現在の出来事、過去の出来事、現在の習慣、不変の出来事を示す。また、/mE_/
は意志、推測、未来を表す。 
例文(1)と(2)は同じ形式によって否定を作ることができる。すなわち、否定接頭辞/ma- /を
動詞に前接し、vsm は/hpu:/となる。 
類似した意味の動詞、あるいは違う意味を表す動詞を連続させて使うこともある。これら
を澤田(1999)では「複合動詞」と呼んでいる。 
 
前者の例は以下のとおりである。 
(3) taN:      -^paN:    (pa_)  ^tE|| 
依頼する   懇願する  (丁寧)  vsm「謝罪する(謝罪します)」 
(4) mA    taN:     -paN:      (pa_)  phu: || 
   否    依頼する    懇願する   (丁寧)  vsm「謝罪しない(謝罪しません)」   
2 つの動詞の間に否定辞/ma- /は介在しない。 
 
後者の例は以下のとおりである。使役の助動詞/ -se_/が後接する場合。 
(5) twE.  -^se_  (pa_)   ^tE|| 
    会う 使役   (丁寧)   vsm「会わせる(会わせます)」 
(6) mA  twE.  -^se_   (pa_)  phu: || 
  否  会う 使役   (丁寧) vsm「会わせない(会わせません)」   
 
例文(4)同様、否定辞/ma- /は動詞の間に介在しない。  
 
また、澤田(1999)が指摘しているように、丁寧の助動詞/ -pa_/は複合動詞の内部に介在す
ることはない。 
以上、0-1.では例文(1)～(6)をあげ現代ビルマ語の述語文の構造と丁寧の助動詞/ -pa_/が付
加されたときの構造を確認した。命令・禁止表現については次節で確認する。主動詞に後接
する/ -pa_/以外の助動詞に関しては、詳しくは藪(1992)等の研究を参照されたい。 
  
0-2. 命令・禁止表現 
 以下、命令・禁止表現の例文を挙げる。例文は澤田(1999)によるが、逐語訳・和訳は筆者
による。 
 
(7) sa:      (^pa_)  - φ|| 
    食べる (丁寧)       - φ「食べろ(食べなさい)」                        
                                                        
2 略語一覧は稿末にあげる 
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命令の否定文では、vsm は/ -nE./である。 
(8) mA   sa:     (pa_)  nE.|| 
否定 食べる  (丁寧)  vsm   「食べるな(食べないでください)」 
 
0-3．祈願・懇願表現 
次に、現代ビルマ語の祈願文と懇願文について例を確認しておく。 
0-2.でも述べた通り、使役文では丁寧の助動詞は V -(丁寧) -AUX -se_の順で現れる。しか
し祈願文・懇願文では以下にあげるように丁寧の助動詞/ -pa_/は、V -se_ -(丁寧) -vsm あるい
は V -(丁寧) -se_ -φで現れる。 
 
(9) aTE’ -taya.hnasE_ -^cO_   Se_  -^pa_  -se_|| 
齢  -120        -超える 長い -(丁寧) -se_｢120 歳以上まで長生きできますよう｣                     
(Okell 1969:404) 
(10) ye_ -tAhkwE’ -lau’  Tau’ -pA    -ya    -^se_|| 
    水   -一杯  - 位  飲む  -(丁寧)  -AUX   -se_｢水を一杯飲ませてください｣                                        
(Okell 1969:405) 
 
0-4. 勧誘表現 
 次に、現代ビルマ語の勧誘表現について概説する。現代ビルマ語の勧誘文は/V -ca -sO./と
/V -ya -auN/の 2 形式である。大野(1982:79)で挙げられている例文をあげる。和訳も大野(1982)
による。 
 
(11) ywa_ -ko  praN -ca  -sO. 
   村 -へ 帰る -ca  -sO.「村に帰ろう」 
(12) thamiN:  sa:    -ca   -ya  -auN  
     ご飯  食べる  -ca   -ya   -auN「ご飯を食べましょう」 
  
勧誘文の否定は/ma -V -bE: -ne_- /で表される。例文(13)は筆者による作例。 
(13) thamiN:  mA  ca:   bE:   ne_   ca  -ya -auN|| 
    ご飯   否  食べる  bE:  居る ca  -ya –auN「ご飯を食べずにいましょう」 
 
0-5. / -se_/を用いた表現形式 
 以下、同一形態素/ -se_/を用いて表される形式には使役文、祈願文・懇願文、命令文が存
在する。ここでは、前述していない使役文と/ -se_/を用いた命令文について概説する。 
 
0-5-1. 使役文 
はじめに、使役文の例を確認しておく。現代ビルマ語では、いわゆる使役文は/ -se_/と 
/ -hkaiN:/を用いた 2 つの形式がある。 
 
(14) canO_  Tu.-^ko_  hta.   -se_   -^pa_    -^tE_|| 
私   彼-を   立つ  -se_   -(丁寧)  -vsm「私は彼を立たせた。」 
(15) canO_  Tu.-^ko_  hta.  -hkaiN:  -^pa_   -^tE_|| 
私   彼 -を   立つ  -hkaiN  -(丁寧)  -vsm「私は彼を立たせた。」    
 
/ -se_/と/ -hkaiN:/の用法はいくつかの点において異なっている。詳しくは岡野(1994)、安
田(2000)を参照されたい。 
/ -se_/は例文(5)、(6)であげたように、複合動詞の 2 番目の要素として用いられ文法的な
働きをする。その配列は使役文においては V -se_ -(丁寧) -vsm となる。しかし、祈願文では、
V -(丁寧) -se_ -φ、懇願文では V -(丁寧) -AUX -se_となるのである。 
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祈願・懇願表現の/ -se_/と比較すると、使役の機能を持つ/ -se_/は主動詞と結びついて複合
動詞を形成し、その間に小辞は介在できない。一方で、祈願文・懇願文では、2 つの動詞の
間に助動詞が介在することができる。 
こうした分布や現れ方の違いについては Okell(1996)をはじめとするいくつかの研究で指
摘されてきた。 
 
0-6. 諸構文のレベル 
 同じ vsm をとるものを本稿では文構造上同一レベルと呼ぶこととする。したがって、祈
願・懇願表現は否定にすると vsm に/ -nE./が現れることから命令・禁止表現と同一レベルの
ものであることがわかる。また、勧誘文には/ -nE./が現れないことから祈願・懇願とは違う
レベルであることがわかる。/ -se_/を用いた使役表現は一般陳述文と同一レベルである。 
 
1. 先行研究 
ここでは、助動詞配列に注目した安田(2002)の研究をあげる。同様の研究は Bernot(1980)
でも行われているが、最新のものを本稿ではあげることとした。 
安田(2002)ではリストアップした 65 個の助動詞に関し、総数 865 個の用例を元に助動詞の
配列表を作成した。 
65 個の助動詞は、Okell and Allott(2001)で示されている助動詞 67 個より、/-‘a:ci://-seiN.//-tE./
の 3 つを考察対象から外し、藪(1992)に従い/-leiN./を加えたものである。詳しくは安田(2002)
を参照されたい。  
ただし、筆者はビルマ語の助動詞が安田(2002)の様に一次元化しうるか否かについては疑
問をもっている。その理由を例文(16)(17)をあげ説明する。 
 
(16) pyaN -la_  -^chiN  -^tE 
    戻る 来る  ～したい vsm「戻ってきたい」 
(17) pyaN -^chiN   -la_  -^tE  
  戻る ～したい 来る  vsm「戻りたくなってきた」 
 
この例文では、助動詞/ -chiN/の順序が異なることで、その働きも異なっている。このこと
から、助動詞配列は一次元化できないと考える。  
しかし、0-3.で述べたとおり、祈願・願望表現と使役表現の違いは丁寧をあらわす助動詞 
/ -pa_/を中心に置いて一次元化して考えると明確になる。よって、本稿では安田(2002)より
祈願・願望表現と使役表現、丁寧の/ -pa_/に関わる部分だけを抽出し、各表現形式中の助動
詞配列を確認する。 
安田(2002)にならい以下の制約を設ける。 
A. 主動詞に近いものから順に、第 1 類、第 2 類・・・第 20 類とする。 
B. 現れる環境に制限のある場合には( )でその環境をしめす。 
 C.「 」内の訳は安田(2002)によるものである 
 
表①；助動詞の配列順(安田(2002)をもとに、ここでは第 1,7,11,12,16,17,18 類と vsm に後接す
る類だけをとりあげた) 
第 1 類 第 2～6 類 第 7 類 第 8～10 類 第 11 類 第 12 類 主
動
詞 
/ -ya/ 
(受身の形式） 
 / -se_/ 
「～させる」 
 / -ya/ 
「～させる」 
/ -ya/ 
「～せねばならない」 
第13類～第15類 第 16 類 第 17 類 第 18 類 第 19 類 vsm  
 / -pa_/ 
丁寧 
/ -ya/ 
「～させよ」 
(懇願文) 
/ -se_/ 
「～であれ」 
「～させよ」 
(祈願・懇願文) 
  / -ouN:/ 
「まだ～」 
/ -tO./ 
「もう～」  
終
助
詞 
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 この配列からも 0-2.で述べたように/ -se_/を含む用例が、使役表現と法的表現の中で異な
ることがわかる。次節では/ -se_/を含む使役文と祈願文・懇願文の違いについて形式的違い
の観点から詳しく見ることとする。 
    
2. 問題提起・調査方針 
本稿では、自作のコーパスから用例を収集し、安田(2002)であげられている助動詞配列の
再考を行う。この際扱うのは祈願文・懇願文・命令文と比較のため/ -se_/を用いた使役文の
みとする。 
 
3. 調査方法 
本稿ではビルマ語資料から助動詞/ -pa_/の動詞述語文の用例を採集し、安田(2002)との比
較を行う。資料 D, 資料 E に限っては時間上の制約から/ -pa_/を含みかつ/ -se_/を含む用例の
みを採集した。 
 
表②；調査資料 (＜ ＞内は本稿での略語) 
  資料 A  
＜myei’＞ 
“myei’aN_miN:sa_|lou’sa_mApa_bE:kwE_ra_je:priN|rauN:lo.mya:mriNmAla:||” 
口語体現代小説  
資料 B 
＜ko_＞ 
“ko_ma_” 
口語体現代小説 
資料 C  
＜クレ＞ 
“BURMESE CHRESTOMATHY” 
会話書き起こし 
資料 D 
＜宮廷＞ 
『マンダレー宮廷説話集』 
植民地時代以前からミャンマ-―滞在していた著者によって集められた説話を、
ミャンマー人作家がビルマ語へ訳した文語体小説 
時代設定が古く、古典作品と言える 
資料 E 
＜チャン＞ 
『チャンズィッター他 児童用戯曲集』 
ト書き部分は口語、台詞部分は文語で書かれた王朝を舞台とした児童劇脚本 
 
4. 研究結果・考察 
 以下に各資料からの用例数を示す。 
表③；資料からの用例数 
資料 用例数 
＜myei’＞ 12 
＜ko_＞ 19 
＜クレ＞ 311 
＜宮廷＞ 76 
＜チャン＞ 8 
計 426 
 
5 つの資料から総計 426 の用例を得た。助動詞/ -pa_/だけを含む用例のほか、他の助動詞
と共起している例も得ることができた。 
安田(2002：64)の助動詞配列の表と照らし合わせた結果、本稿での調査でも助動詞/ -pa_/
の配列は安田(2002)と概ね同じ結果が得られた。しかし、筆者が得た用例 426 例のうち、3
例は安田(2002)には当てはまらないものであった。それらについて以下考察を行う。 
安田(2002)の配列に当てはまらない用例はいずれも助動詞/ -se_/を含む例であった。助動詞
/ -se_/を含む形式としては、A 祈願、B 懇願、C 使役、D 命令の 4 種類が考えられる。以下 
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表④では/ -se_/を含む用例数を前述した A から D の 4 種類に分類したものである。なお｢分
類不可｣とは筆者・コンサルタント3共に A から D の上記 4 つともに判断しきれなかった用
例である。 
表④；助動詞/ -se_/を含む用例数 
  ＜myei’＞ ＜ko_＞ ＜クレ＞ ＜宮廷＞ ＜チャン＞ 計 
A 祈願 0 0 0 14 2 15 
B 懇願 0 0 6 3 2 11 
C 命令 0 0 0 12 2 14 
D 使役 0 0 0 44 2 42 
分類不可 0 0 0 3 0 6 
計 0 0 6 76 8 90 
 
安田(2002)に当てはまらない例文は、更に分類すると｢分類不可｣に含まれる 3 例であった。
そのうち、例文(18)と(19)は助動詞/ -pa_/がひとつの文で繰り返し挿入されている。    
また、例文(20)も｢分類不可｣に含まれるものであるが、｢祈願｣に分類される(21)と/  -pa_/、
/ -ya/、/ -se_/の組み合わせは同じものの、その配列が微妙に異なるものである。この 2 つを
比較し考察を行う。 
 
(18) tiN_   -pa_ -ya -^se_  -^pa_ 
     tiN_      -pa_ -ya  -se_  -pa_ ｢はい(僧侶・王族等限られた者に対して)｣  
＜宮廷＞                                                      
 
(19) mE   -ca    pe:   -^pA  -ya   -^se_  -^pa_  -la: 
   くじ    -引く  与える  -pa_   -ya   - se_   -pa_    ～か？ 
「くじを引かせてくださいますか？」 
                                      ＜宮廷＞ 
                                                               
(20)  mA me.   -^se_   -ya   -^pa_ 
   否 忘れる   -se_    -ya    -pa_ 「忘れません」          ＜宮廷＞ 
                                                                                    
(21)  mA   me.    -^pA  -ya  -^se_  hniN. 
    否 忘れる     -pa_   -ya  -se_  vsm「忘れませんように」      ＜宮廷＞  
                                                                            
例文(18)と(19)、(20)と(21)に別けて考察することとする。 
 
4-1. 複数の/ -pa_/が生起する場合 
まず、例文(18)と(19)について考察を進める。 
例文(18)と(19)はいずれもコンサルタント A により受容可能であると判断された文である。
しかし、コンサルタント C からは、少なくとも現代ビルマ語での使用は認められないとの指
摘があった。 
/ -pa_ -ya -se_/の表現形式は、表②に従って分類すると以下のようになる。 
pa ya_ se_ 
第 16 類 第 17 類 第 18 類 
表②に従って考えると、第 16 類以降で/ -pa_/が配列されることはない。つまり、例文(18)(19)
のように、/V -pa_yase_pa/の形式をとることは考えられないわけである。 
 最後項に接続される/ -pa_/が表②のどの類に入るのか、または新たな類を加えるべきなの 
                                                        
3 コンサルタント A 女性 マンダレー出身  50 歳代 (2007 年現在)  
 コンサルタント B 女性 ヤンゴン出身    30 歳代 (2007 年現在) 
 コンサルタント C 女性 マンダレー出身  40 歳代 (2007 年現在) 
ビルマ語助動詞配列の再考察 
 
  - 161 - 
かを探るために以下の作業を行う。 
例文を否定文にする、すなわち、vsm である/ -phu:/あるいは/ -nE./が加わることで第 19 類 
に/ -pa_/が加わるべきか否かを探る。その際、コンサルタント A,C の 2 名に随時確認を行っ
た。 
  
 例文(18)の否定文  
(22) ma Sau’ -tiN_  -pa_  -ya  -se_  nE. 
      否 述べる   -pa   -ya  -se_  vsm「いいえ」 
 
 コンサルタント C によると、もともと例文(18)は/Sau’-tiN_/という複合動詞であるため、
否定文にした場合には/Sau’/を加える必要があるという。(コンサルタント A は/Sau’/を挿入
しない文も受容可能であると判断された。)また(22)の最後には/ -pa_/を付加することは不可
能であるという指摘をコンサルタント A,C の両名から受けた。vsm である/ -nE./が加わるこ
とで/ -pa_/が付加できない理由としては、/ -pa_/が vsm を担っているということが考えられ
る。しかし、/ -pa_/が vsm の働きをする例を筆者は目にしたことがなく、その可能性は薄い
ように思われる。 
 
例文(19)の否定文 
(23) mE -ma  -ca   pe:   -pA   -ya  -^se_ -nE. 
mE -否  -ca  与える  -pa_  -ya  -se_ vsm「くじを引かせないでください」 
 
コンサルタント A によると、例文(20)は例文(24)と同様に考えられるという。以下はコン
サルタント A による作例。 
(24) Twa:  ^pa   la: 
   行く (丁寧)  ～か？「行くのですか？」 
 
 (24)の否定は/ma- V -nE./の禁止文であり(例文(25))、/ma- V –bhu:/の形(例文(26))にはならな
いという。 
(25)  mA  Twa:  ^pa   nE. 
     否  行く  (丁寧) vsm 「行かないでください」 
  
(26)  mA  Twa:    -pa_   bhu:   la: 
    否  行く  (丁寧)  vsm ～か？｢行かないのですか?｣ 
 
このことから、1 例のみではあるが/V pa-ya-se_-pa_-la:/の形式もまた、懇願文(広くは命令
文)の一種と認めることが出来ると考えられる。しかし、例文(22)と同じ理由から、二つ目の
/ -pa_/の働きを特定することは現段階では難しいと考える。 
  
4-2. 同一形態素の組み合わせで、配列が異なる場合 
次に、例文(20)と(21)について考察を行う。この二つは助動詞の配列に限っては安田(2002)
のとおりである。しかし、(20)mA -me. -se  -ya  -pa__ と(21) mA -me._ -pa_ -ya -se_ -hniN.
を比較してみると、下線を引いた部分は配列がことなるものの同じ形態素の組み合わせであ
る。異なる点は、例文(20)には vsm がない点である。それだけの違いなのだが、前者の訳は
「忘れません」、後者は「忘れませんように」となる。 
 コンサルタント A は例文(20)と同意の文として、以下の例をあげた。 
(27) mA- me.   -^pa_  -bhu: 
     否   忘れる (丁寧) vsm 「忘れません」  
(20)は「誓いの文」であり、(21)は「懇願の文」であるという。1-1.で見たように配列順序
によって意味が変わる用例であると考えられる。 
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5. おわりに 
本稿で取り上げる範囲においては、助動詞配列は安田(2002)と概ね同等の結果となった。 
しかし、複数の/ -pa_/が生起する用例は安田(2002)には含まれておらず、助動詞配列が完全
に網羅された表であるとはいい難い。加えて、例文(20)と(21)をもって、動詞配列順を一次
元化することが不可能である点を指摘したい。また、今回の調査で得られた特殊な用例が、
古典作品にのみ見られたことが興味深い。しかし、なぜこのような配列が起こるのかは現段
階では筆者には分からなかった。本稿では指摘にとどめることとする。 
ビルマ語の法的表現を中心とした助動詞配列に関し、今回の調査では明確な結果が得られ
たとは言い難い。資料とする作品の再選などを今後の課題とし、更なる調査・研究を行いビ
ルマ語の助動詞配列に関し考察を進めていきたい。 
 
 
逐語訳略語一覧 
vsm verb sentence marker AUX 助動詞 
否 否定接頭辞/ma- / φ ゼロ 
(丁寧) 丁寧を表す助動詞 V 動詞 
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